
古
代
日
本
語
に
お
け
る
語
頭
子
音
の
脱
落

古代日本語における語頭子音の脱落

古
代
日
本
語
の
謡
音
構
造
が
C
V
構
造
を
基
本
と
し 、

そ
の
た
め
に
母
音
の

連
続
が
避
け
ら
れ
た
と
い
う
乙
と
は 、

ζ
れ
ま
で
に
も
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
た

所
で
あ
る

。

そ
の
具
体
的
な
現
わ
れ
と
し
て 、

複
合
語
の
構
成
に
際
し
て
母
音

連
続
の
生
じ
た
場
合
は 、

次
の
三
つ
の
方
法
に
よ
っ

て 、

母
音
連
続
が
回
避
さ

れ
る
と
い
う
乙
と
が
言
わ
れ
て
い
る
(
大
野
晋
「
万
葉
時
代
の
音
韻
」

万
葉
集

大
成
・

言
語
篇)

。

三
つ
の
方
法
と
は 、

次
の
三
者
で
あ
る 。

川

母
音
転
成

同

母
音
脱
落

付

子
音
挿
入

的
母
音
転
成
と
は 、

タ
カ
イ
チ
(
高
市)
〉
タ
ケ
(
乙)

チ
の
よ
う
に 、
二

母
音
が
融
合
し
て 、

も
と
の
二
母
音
の
い
ず
れ
と
も
異
な
る
一

母
音
を
転
成
す

る
場
合
で
あ
る 。

同
母
音
脱
落
と
は 、

ワ
ガ
イ
モ
(
我
が
妹)
〉
ワ
ギ
モ

の
よ

う
に 、

連
続
す
る
こ
母
音
の
う
ち 、

い
ず
れ
か
一

方
が
脱
落
す
る
と
と
に
よ
っ

て 、
一

母
音
と
な
る
場
合
で
あ
る 。

判
子
音
婦
人
と
は 、

ハ
ル
ア
メ
(
春
雨)

山

佳

紀

口

〉
ハ
ル
サ
メ
の
よ
う
に 、

子
音
を
挿
入
す
る
乙
と
に
よ
っ

て 、

母
音
速
続
を
遮

断
す
る
場
合
を
い
う
の
で
あ
る 。

た
だ
し 、

右
の
う
ち 、

け
の
よ
う
な
現
象
を

子
音
掃
入
と
解
す
る
に
は 、

幾
つ
か
の
疑
点
が
あ
る
よ
う
で
あ
る 。

ま
ず
第
一

日仏 、

的
制
付
の
相
互
関
係
が
問
題
に
な
る 。

右
の
三
者
は 、
一

般

に 、

共
時
的
に
生
起
す
る
現
象
と
い
う
ふ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る

が 、

そ
う
だ
と
す
れ
ば 、

い
か
な
る
場
合
に
仰
が
起
り 、

ま
た
い
か
な
る
場
合

に
同
が
起
り 、

ま
た
い
か
な
る
場
合
に
村
が
起
る
か
と
い
う 、

相
互
の
関
係
が

問
題
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

筆
者
は 、

す
で
に
別
の
所
(
「
古
代
日
本
語
に
お
け
る
母
音
脱
落
の
現
象
に

つ
い
て
」

国
語
学
問山)

で 、

的
と
同
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し 、

川
と
刷
と

の
差
は 、

通
時
的
な
新
旧
の
差
で
あ
る
と
考
え
た 。

す
な
わ
ち 、

同
母
音
脱
落

は 、

上
代
に
そ
の
例
が
多
い
の
に
対
し
て 、

的
母
音
転
成
は 、

上
代
に
す
ら
す

で
に
例
が
之
し
い
の
で
あ
る 。

た
だ
し 、

母
音
転
成
の
存
在
そ
の
も
の
は 、

疑

う
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
で
あ
る 。

従
っ

て 、

母
音
転
成
を
母
音
脱
落
よ
り
も

一

段
階
古
い
方
式
と
い
う
ふ
う
に
考
え
る
乙
と
が
穏
当
と
恩
わ
れ
る 。

一

方 、

付
子
音
掃
入
は 、

そ
の
例
と
さ
れ
る
も
の
が
余
り
多
く
な
い
上
に 、

川
や
伺
と
の
関
係
に
つ
い
て 、

適
切
な
解
釈
が
与
え
に
く
い

。
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子
音
挿
入
と
い
う
解
釈
を
妨
げ
る
第
二
の
理
由
は 、

そ
の
よ
う
に
解
し
た
場

合 、
立
国
韻
論
的
あ
る
い
は
音
声
学
的
な
必
然
性
が
考
え
に
く
い
と
い
う
と
と
で

忠則
ヲ匂。子

音
挿
入
の
類
例
と
し
て 、

佐
叡
(
万
葉
三
八
二
七)

を
挙
げ
る
乙
と
が
あ
る 。

乙
れ
は
「
采
」

の
字
音
で
あ
る
か
ら 、

凹曲一
v
g
v

の
音
韻
変
化
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
っ
て 、

母
音
連
続
を
回
避
す
べ
く
子
音
が

挿
入
さ
れ
た
も
の
と
見
る
の
で
あ
る 。

乙
れ
に
似
た
も
の
と
し
て 、
「
才」

が

平
安
朝
に
お
い
て
「
ざ
え
」

と
読
ま
れ
て
い
る
例
を
挙
げ
る
乙
と
が
で
き
る 。

ζ
れ
は 、
嗣阻ん
V
S」巾

の
音
韻
変
化
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う 。

い
ず
れ
も 、

臼
本
化
し
た
字
音
と
思
わ
れ
る
が 、

そ
の
過
程
は 、

師同一
v
g巾
v
g
y

N巳
V
S刊VN白」叩

の
ご
と
く
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る 。

t曲一
v
l
s
に
つ
い
て
は 、

狭
母
音
i

が

a
の
よ
う
な
広
母
音
の
直
後
に
あ
る
た
め
に 、

乙
れ
に
同
化
さ
れ
て
中
広
母
音

e
k
変
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る 。

t
s
v
t血

清

に
つ
い
て
は 、

日
本
語
の

C
V
構
造
の
わ
く
が
強
く

影
響
し
て
い
る
で
あ
ろ
う 。

す
な
わ
ち 、

母
音
連
続

を
回
避
す
る
意
味
か
ら 、

e
と
出日
感
上
類
似
し
た-
F
が
と
れ
に
取
っ
て
代
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
(
も
っ
と
も 、

上
代
に
お
い
て

、

e
と・
戸
と
が
音
感
上
類

似
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
と
と
は 、

両
者
が
同
一

音
韻
に
帰
す
る
と
い
う

後
代
の
事
実
か
ら
逆
に
推
益
す
る
ほ
か
は
な
い)

。

右
の
類
と
は
別
に 、

陶
タ
ヲ

(
沙
門
勝
進
歴
山
埜
玄
珠
碑
平
安
初
期
点)

軒
美
カ
ヲ

(
大
成
三
蔵
玄
笑
法
師
表
啓
平
安
初
期
点)

矯
(
世)

乎
之
不
江

(
天
治
本
新
撰
字
鏡)

芭
蕉

発
勢
乎
波

(
和
名
抄)

な
ど
の
類
が
考
え
ら
れ
る 。

乙
れ
ら
は 、

gz
v
go
V
Z巧口

関白E
V悶mwDV岡田君。

8z
vm
gV
8唱。

の
よ
う
な
過
程
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り 、

広
母
音
a

や
中
広
母
音
e
の
直
後

に
あ
る
狭
母
音
u
が 、

同
化
さ
れ
て
中
広
母
音
o
と
な
り 、

更
に
C
V
構
造
の

わ
く
が
働
い
て 、

0
と
音
感
上
類
似
し
た
者
O
K
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
も
の
で

あ
ろ
う 。
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す
な
わ
ち 、

右
の
よ
う
な
類
は 、

い
ず
れ
も 、

広
い
意
味
で
子
音
挿
入
と
呼

べ
な
い
ζ
と
は
な
い
け
れ
ど
も 、

そ
れ
に
は
そ
れ
な
り
の
必
然
性
が
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る 。

も
う
一
つ
関
係
の
あ
り
そ
う
な
現
象
と
し
て 、

後
代
に
お
け
る
次
の
よ
う
な

現
象
が
想
起
さ
れ
る 。

見
合

B
E
V
E-」巴

具
合
間
EF
V聞広毛色

し
か
し 、

乙
れ
ら
は 、

狭
母
音
か
ら
広
母
音
に
移
る
際
に 、

い
わ
ゆ
る
わ
た

り
音
が
発
生
し 、

ζ
れ
が
挿
入
子
音
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る 。

と
れ
に
対
し
て 、

ハ
ル
ア
メ
〉
ハ
ル
サ
メ
に
お
い
て
は 、

子
音
s

が
挿
入
さ

れ
る
必
然
性
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か

。

た
し
か
に 、

子
音
s

が
挿
入
さ
れ

れ
ば 、

母
音
連
続
は
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る 。

し
か
し 、

そ
れ
だ
け
で
あ

れ
ば 、

挿
入
さ
れ
石
子
音
は 、

何
も
s

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
な
い

。



と
と
で
は、
s
が
挿
入
さ
れ
る
音
韻
論
的
あ
る
い
は
音
声
学
的
な
必
然
性
を
想

定
す
る
乙
と
が、
極
め
て
困
難
な
の
で
あ
る。

古代日 本語における語羽子斉の脱落

一
体、
子
音
挿
入
と
解
さ
れ
る
例
は、
ど
の
く
ら
い
存
す
る
の
で
あ
ろ
う

か。
ま
た、
挿
入
子
音
の
種
類
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か。

乙
の
点
に
つ
い
て
は、
す
で
に
浜
田
敦
「
古
代
国
語
に
於
け
る
挿
入
的
子

音」
(
人
文
研
究一
巻
七
号
昭
和
お
年
7
月)
が
詳
し
い。
乙
と
で
は、
浜
田

の
論
を
参
照
し
つ
つ、
比
較
的
確
実
と
思
わ
れ
る
も
の
を、
上
代・
中
古
に
例

の
存
す
る
も
の
に
範
囲
を
限
定
し
て、
列
挙
す
る
乙
と
に
し
た
い。

ま
ず
カ
行
に
つ
い
て
は、

ω
ウ
マ
コ
リ
(
味
織)

味
凝
(
万
葉

二
ハ
二
)

味
凍
(
万
葉
九
一

三)

が
挙
げ
ら
れ
る。
ア
ヤ
に
か
か
る
枕
詞
で、
ウ
マ
キ
オ
リ
あ
る
い
は
ウ
7
ク
オ

リ
の
約
と
い
う
ふ
う
に
説
か
れ
て
い
る
が、
ウ
マ
シ
が
複
合
語
を
作
る
場
合
は

ヘ
ウ
7
1〉
な
い
し
〈
ウ
マ
シ
l〉
と
な
る
の
が
普
通
で
あ
る。
ウ
マ
オ
リ
に

子
音
k
の
挿
入
さ
れ
た
も
の
と
見
る
の
が
ま
だ
し
も
優っ
て
い
る
で
あ
ろ
う。

次
に、
サ
行
に
つ
い
て
は、
次
の
例
が
あ
る。

ω
ω
ハ
ル
サ
メ
(
春
雨)

一
政
流
佐
米
(
万
葉
四
一

三
八)

コ
サ
メ
(
小
雨)

震

古
作
女
(
天
治
木
新
技
字
鋭)

ハ
ヤ
サ
メ
(
早
雨)

波
夜
佐
雨
(
出
雲
風
土
記)

ム
ラ
サ
メ
(
村
雨)

向
雨

無
良
佐
女
(
和
名
抄)

仰
ツ
キ
シ
ネ
モ
チ
(
春
稲
持)

都
伎
之
禰
毛
知
(
琴
歌
謡)

ミ
シ、不
(
御
稲)

見
之
禰
(
神
楽
歌
・

細
波)

ウ
ル
シ
ネ
(
綬
稲)

校
米
{
子
留
之
禰
(
本
草
和
名)

ト
ツ
カ
シ
ネ
(
十
握
稲)

十
援
稲

ト
ツ
カ
シ
ネ
(
図
書
絞
本
願
宗
紀)

…川
カ
タ
シ
ハ
(
堅
磐)

堅
磐

柄
陪
之
波
(
雄
略
紀)

一川
ミ
ソ
コ
ナハ
ス
(
見
行)

不
調胡
ミ
ソ
コ
(
ナ
ハ
サ)
(
東
大
寺
議
論
文)

見

ミ
ソ
コ
ナ
ハ
シ
テ
(
飯
室
切
最
勝
王
経
注
釈
平
安
初
期
点)

以
上
の
う
ち、
ω
ω
川
は
浜
田
の
論
で
触
れ
ら
れ
て
い
る。
制
は
従
来、

ミ
シ
オ
コ
ナハ
ス
の
約
と
説
か
れ
て
い
る
が、
ミ
ル
の
尊
敬
体
で
あ
れ
ば、
ミ

ス
よ
り
も
メ
ス
と
な
る
の
が
普
通
で
あ
る。
ミ
オ
コ
ナハ
ス
に
子
音s
の
挿
入

さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
の
が
優っ
て
い
る
で
あ
ろ
う。

次
に、
タ
行
の
例
と
し
て
は、
次
の
も
の
が
あ
る。

ω
コ
コ
ロ
ツ
ゴ
ク
(
心
動)

♂

許
己
呂
都
呉
狽
て
(
万
葉
四
O
八
九)

こ
れ
も、
す
で
に
浜
田
の
指
摘
す
る
所
で
あ
る。

次
に、
ナ
行
の
例
と
し
て
は、
次
の
も
の
が
考
え
ら
れ
る。

ω
ω
ナニ
モ
(
汝
妹)

3 



汝
妹
標遁毛
(
履
小
紀)

ニ
ヒ
ナへ
(
新
饗)

公
比
那
悶
夜
(
古
事
記・
雄
略)

ω
は
普
通、
ナ
ノ
イ
モ
の
約
と
説
か
れ
て
い
る。
け
れ
ど
も、
ナ
(
汝)
を

合
む
複
合
語
は、
ナ
セ
(
汝
兄)・
ナ
ネ
(
汝
姉)・
ナ
オ
ト
(
汝
弟)
・
ナ
ビ

ト
(
汝
人)
な
ど、
ノ
を
介
し
な
い
の
が
通
例
で
あ
る。
従っ
て、
ナ
イ
モ
に

子
音n
の
挿
入
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
の
が
優っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る。

川
は一
般
に、
ニ
ヒ
ノ
ア
へ
の
約
と
す
る
説
が
行
わ
れ
て
い
る。
し
か
し、

ニ
ヒ
(
新)
を
台
む
複
合
語
は、
ニ
ヒ
ム
ロ
(
新
室)
・
ニ
ヒ
ハ
ダ
(
新
肌)
・

ニ
ヒ
バ
リ
(
新
墾)
な
ど、
ノ
を
介
し
な
い
の
が
通
例
で
あ
る。
従っ
て、
ニ

ヒ
ア
へ
に
子
音
n
の
挿
入
さ
れ
た
も
の
と
す
る
の
が
優っ
て
い
る
で
あ
ろ
う。

以
上
が、
子班目
指
入
か
と
疑
わ
れ
る
事
例
で
あ
る
が、
い
ず
れ
も
母
音
連
続

を
回
避
す
る
と
い
う
目
的
は
果
た
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も、
そ
の
際
に
あ
る
特

定
の
子
音
が
選
ば
れ
る
必
然
性
と
い
う
も
の
は、
一
向
に
明
確
で
な
い。
右
の

ま
う
な
諸
例
は、
下血目
指
入
手」
考
え
る
以
外
に、
解
釈
の
方
法
が
な
い
も
の
で

あ
ろ・っ
か。

)
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乙

れ

に

つ

い

て

は

、

亀

井

孝

(

「

『

ツ

ル

』

と

『

イ

ト

』

11

日

本

語

系

統

論

の

た

め

に
|j」
国
語
学
路)
の
よ
う
に、
む
し
ろ
子
音
脱
落
を
想
定
す
る
立
場
が
あ
る

と
と
を
惣
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。
亀
井
は、

イ
ネ
I
|
シ、不
ア
メ
I
|
サ
メ
ウ
ウ
t
ス
ウ
ウ
ツ
1
ス
ツ
エ

(
兄)
t
セ

の
例
を
挙
げ
て、
サ
行
子
音
の
あ
る
な
し
に
つ
い
て、
サ
行
子
音
の
現
わ
れ
な

(注l)

い
形
の
方
を、
サ
行
子
音
の
脱
落
し
た
も
の
と
考
え
た。

乙
の
論
文
で
は、
脱
落
が
ザ
行
子
音
に
限
ら
れ
る
の
か
ど
う
か
明
ら
か
で
な

く、
ま
た、
サ
行
子
音
の
あ
る
形
を
な
い
形
に
サ
行
子
音
の
添
加
さ
れ
た
も
の

と
見
る
説
を
取
ら
な
い
理
由
が一応
さ
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
も、
こ
こ
で
子
音
脱

法
を
恕
定
す
る
と
い
う
巧
え
方
は、
注
目
に
価
す
る
と
思
わ
れ
る。

一

方

、

日

本

古

典

文

学

大

系

万

葉

集

の

頭

注

(

一

・

一

一

一

ニ

ベ

)

で

は

、

ア

ハ
ニ
を
「
サ
ハ
ニ
と
同
じ」
と
し、
「
こ
の
よ

う
に

サ
行
頭

子
音

の
有
無
に
よ

っ
て
二
つ
の
類
似
語
を
形
作
る
例」
と
し
て、

イ
(
助
詞)
l
シ
(
助
澗)
ウ
ウ
(
植)
|ス
ウ
ウ
ツ
(
棄)
|
ス
ツ

な
ど
が
あ
る
と
し
て
い
る。
ζ
こ
で
は、
共
時
論
的
な
語
構
成
の
問
題
と
し
て

捉
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あっ
て、
発
生
的
に
見
て
無
子
音
形
と
有
子
音
形
の

い
ず
れ
が
原
形
で
あ
る
か
と
い
う
点
は、
特
に
問
題
と
さ
れ
て
い
な
い。

し
か
し
な
が
ら、
こ
の
よ
う
な
無
子
音
形
!
有
子
音
形
の
対
応
と
い
う
事
実

の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば、
従
来
子
音
挿
入
と
解
さ
れ
て
い
た
事
例
に
つ

い
て
も、
ζ
れ
と
結
び
つ
け
て
解
釈
す
る
ζ
と
が
可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る。
従

っ

て

、

乙

乙

で

ま

ず

必

要

な

作

業

は

、

右

の

よ

う

な

熊

子

音

形

|

有

子

立

円

形
の
対
応
と
い
う
事
実
が
ど
の
程
度
の
範
囲
に
わ
たっ
て
見
ら
れ
る
か、
該
当

の
諮
例
を
で
き
る
だ
け
多
く
集
め、
こ
れ
を
鐙
理
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

.つ。

4 

次
の
諸
例
は、
上
代
お
よ
び
中
古
の
文
献
に
お
い
て、
語
頭
に
子
音
を
持つ

形
と
持
た
な
い
形
と
の
対
応
が
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る。
で
き
れ
ば、
上
代
の

文
献
花
範
囲
を
絞
り
た
い
所
で
あ
る
が、
そ
れ
で
は
語
例
が
減
少
し
て、
そ
乙

か
ら
何
ら
か
の
結
論
を
引
き
出
す
乙
と
が
困
難
に
な
る
た
め、
中
古
を
含
め
て

考
え
る
と
と
に
し
た。

カ{汀



仲
ア
(
彼)
l
カ
(
彼)

。

あ
の
書
き
置
き
し
文
を
(
竹
取
・
ふ
じ
の
山)

山
崎
の
あ
な
た
に
(
伊
勢
八
二
)

。

加
は
た
れ
ど
き
(
万
葉
四
三
八
四)

加
礼
(
万
葉
四
O
四
五)

古代日本語!とおける語頭子育の脱落

帥

ア
ソ
ソ
ニ

(
幽)
|

カ
ソ
ケ
シ
(
幽)

。

草
枕
旅
を
宜
し
と
思
ひ
っ
つ
君
は
あ
ら
む
と
安
蘇
ミ

二
は
か
つ
は
知
れ

ど
も
(
万
葉
五
四
三)

。

可
蘇
気
伎
(
万
葉
四
一

九二
)

ア
ソ
ソ
ニ
は
「
う
す
う
す
と
」
「
ほ
の
か
に
」

の
よ
う
な
意
で
あ
ろ
う
と
さ

れ
て
い
る 。

そ
う
で
あ
れ
ば 、

ア
ソ
ソ
ニ
の
ア
ソ
は 、

カ
ソ
ケ
シ
の
カ
ソ
と
関

係 ，
つ
け
る
乙
と
が
で
き
よ
う 。

判

ア
ル
(
離)
!

カ
ル
(
離)

。

大
魚
よ
し

鮪
突
く

海
人
よ
其
が
阿
礼
ば
う
ら
恋
し
け
む
鮪
突
く
志
毘

(
古
事
記
・

清
寧)

あ
な
な
ひ
に
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
く

二
十
人
の
人
の
上
り
て
侍
れ
ば 、

あ

れ
て
寄
り
ま
う
で
来
ず
(
竹
取
・

燕
の
子
安
円H)

。

妹
が
目
可
礼
て
(
刀
葉
三
七
三

こ

ア
ル
は
「
離
れ
る
」

「
い
な
く
な
る
」

の
怠
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

る 。

カ
ル

も
同
義
で

あ
りJ、
ラ
行
下
二
段
活
用
で
あ
る
点
も一
致
す
る。

仙

ウ
マ
シ
ネ
(
人
名)
|

ク
マ
シ
ネ
(
人
名)

。

吉
野
人
味
稲
(
万
袋
三
八
五
左
派)

美
稲
(
伐
風
泌)

ニ
ニ
吉
野
に
あ
り
し
熊
志
禰
(
続
H
本
後
紀)

右
は
同
一

伝
説
に
お
け
る
同
一

人
格
を
さ
す
名
称
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

サ
行

制

ア
ク
(
関)
l

サ
ク
(
咲)

。
開
アキヌ
(
金
剛
被
若
経
集
験
記
平
安
初
期
点)

。
花
は
左
該
ど
も
(
孝
徳
紀)

ア
ク
(
開)

と
サ
ク
(
咲)

と
は 、

意
義
的
に
相
当
の
距
離
が
あ
る
よ
う
に

も
岡山
わ
れ
る
が 、

見
方
に
よ
っ

て
は 、

サ
ク
は
ア
ク
の
特
殊
な
一

分
野
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
り、
「
木
花
之
左
久
夜
毘
売
」
(
古
事
記
・

神
代)

を
「
木
花
之

開
耶
姫」
(
神
代
紀)

と

も
表
記
し
て
い

る
の

は、

そ
の
点、

示
唆
的
で
あ

る 。
同

ア
ハ
ニ
(
多)
|

サ
ハ
ニ
(
多)

。

降
る
雪
は
安
播
繭
な
降
り
そ
(
万
甘ん
二
O
三)

。

人
佐
川政
爾
来
入
り
居
り
(
古
事
記
・

神
武)

ア
ハ
ニ
は
孤
例
で
あ
っ

て 、

語
義
の
捕
捉
に
問
題
が
あ
る
が 、

文
意
か
ら
見

て 、

サ
ハ
ニ
と
同
義
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う 。

判

ア
ス
(
止)
|

サ
ス
(
止)

。
豊
寿
き
寿
き
も
と
ほ
し
ま
つ
り
米
し
御
酒
ぞ
阿
佐
ず
飲
せ
さ
さ
(
古
事

氾
・

仲
哀)

。

言
ひ
さ
し
て
や
み
に
け
り
(
伊
勢
八
六)

古
事
記
の
例
は 、

従
来 、

諸
説
が
山
さ
れ
て
い
る
が 、

明
併
の
な
い
所
で
あ

る。

境
問
四

郎
(
「
安
佐
麻
之
考
」

図
語
国
文
二
巻
一

O
号)

は、

ア
ス

は

「
浅
い
状
態
に
す
る
」

意
の
四
段
動
詞
浅
ス
で
あ
る
と
し、
「
盃
の

酒
が
な
く

な
っ

て
底
が
現
れ
る
や
う
な
状
態
に
せ
ず」

の
意 、

す
な
わ
ち
乙
と
は
何
杯
も

続
け
て
飲
め
の
意
味
で
あ
る
と
解
し
た
が 、

い
か
に
も
苦
し
い
解
釈
で
あ
る 。

乙
れ
に
対
し
て
、

土
橋
克
(日
本
古
典
文
学
大
系
古
代
歌
認
集)
は 、

ア
サ

ズ
は
「
残
さ
ず」

の
意
で

あ
る
と
す
る 。

そ
れ
は
、

観
相官
院
本
類
表
名
義
抄

5 



に
「
植民」
字
の
訓
と
し
て
ア
ス
が
あ
り 、
「
箆」
は
説
文
に
「
塞
也」
と
あ
る

所
か
ら 、
ア
ス
は
認
の
中
に
物
を
満
た
し
て
お
く
こ
と
で 、
「
ア
サ
ズ
飲セ」

は
「
空っ
ぽ
に
な
る
ま
で
飲
み
ほ
し
給
え」
の
怠
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る 。

け
れ
ど
も 、
そ
の
よ
う
な
語
義
を
想
定
す
る
につ
い
て 、
名
義
抄
以
外
に
さ
し

た
る
根
拠
が
な
く 、
ま
た
名
義
抄
の
訓
義
が
必
ら
ず
し
も
明
確
で
な
い
点 、
不

安
が
残
る
もの
で
あ
る 。

こ
こ
で
考
え
を
転
じ
て 、
ア
ス
を
中
止
す
る
意
の
サ
ス
と
関
係 ，つ
け
る
な
ら

ば 、
「
中
途
で
や
め
た
り
す
る
ζ
と
な
くお

飲
み
な
さ
い」
と
い
う
乙
と
に
な

り 、
文
意
と
し
て
も
無
理
が
な
い
よ
うに
思
わ
れ
る 。
サ
ス
は 、
平
安
朝に
複

合
動
詞
の
後
項
と
し
て
の
み
現
わ
れ
る
が 、
乙
の
よ
う
な
誌
は 、
概
し
て
本
来

独
立
用
法
を
もっ
て
い
た
場
合
が
多
く 、
そ
の
発
生
を
か
な
り
古
い
所
に
お
い

て
よ
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る 。

ω
イ
(
代
名
詞)
|シ

(
代
名
詞)

。
伊
が
作
り
仕へ
容
れ
る
大
殿
の
内
に
は
(
古
事
記・
神
武)

。
旨
が
無
けば
誰
か
か
け
む
よ
あ
た
ら
息
抑制
(
雄
略
紀)

制
イ
(
助
詞)
|シ

(助
澗)

。士山
斐
伊
は
奏
せ
(
万
葉二
三
七)

。
わ
が
名
之
惜
し
も
(
万
葉
九
三)

的
イ
(
息)
|シ

(
息)

。
吹
棄
気
噴
之
狭
間柚
浮倶子都市農伊浮岐能佐日韓理
(
神
代
紀・
上)

。士山
長
烏
猪
名
野
を
来
れ
ば
(
万
葉一
一
四
O)

イ
フ
キ
は
息
吹
の
意
で
あ
る
が 、
と
す
れ
ば 、
イ
は
息
の
怠
と
考
え
ざ
る
を

得
な
い 。
イ
キ
(
息)
は
乙
の
イ
(
息)
を
活
用
さ
せ
た
語
の
連
用
形
名
詞
と

見
るべ
き
で
あ
ろ
う 。

一
方 、
シ
ナ
ガ
ド
リ
は
息
長
烏
の
窓
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る 。
な
お 、

風
を
意
味
す
る
語
にシ
が
あっ
て 、
ア
ラシ
(
嵐)
の
シ
もそ
れ
で
あ
る
し 、

「
科
戸
之
風」
(
祝
詞・
六
月
晦
大
赦)
な
ど
と
あ
る
シ
ナ
ト
も 、
シ
は
風 、
ナ

は
述
体
格
劫
詞 、
ト

は
所
の
意
と
さ
れ
る 。
息
と
風
と
は 、
古
く
は
結
びつ
け

て
考
え
ら
れ
た
乙
と
が
多
かっ
た
よ
う
で
あ
る
か
ら 、
シ
(息)
とシ
(
風)

と
は
同
源
で
あ
る
可
能
性
が
大
き
い 。

同
イ
ヌ
(
去)
|シ

ヌ
(
死)

。
我
が
群
れ
伊
那ば
(
古
事
記・
神
代)

。
命
志
傑
ま
し

(
雄
略
紀)

両
者 、
ナ
変
と
い
う
極
め
て
特
殊
な
活
用
形
式
で
あ
る
所
か
ら
も 、
何
ら
か

の
関
係
が
存
在
す
る
で
あ
ろ
う乙
と
が
考
え
ら
れ
よ
う 。

広
辞
苑
に
は 、
「『
し
い
ぬ
(
息
去ぬ)』
の
約
か」
と
述べ
ら
れ
て
い
る
が 、

文
献
で
見
る
限
り 、
イ
キ
(息)
につ
い
て
は
タユ
(
絶)
と
い
う
の
が
普
通

で
あ
り 、
イ
ヌ
(
去)
と
表現
す
る
こ
と
が
あっ
た
か
ど
うか
疑
わ
し
い 。

ま
た 、
桜
井
茂
治
は 、
「
ナ
行
変
格
活
用
動
詞
成
立
論
||アクセント史から文

法史へ
||」

(
関
学
院
雑
誌
昭
和釘
年9
月)
に
お
い
て 、
シ
ヌ(
死)
を
字
音

語シ
(
死)
と
イ
ヌ
(
往)
と
の
連
接
と
し
て
と
ら
え
よ
う
と
し
て
い
る
が 、

シ
ヌ
の
よ
う
な
基
本
的
な 、
かつ
古
くか
ら
存
す
る
語
が 、
字立日
語
を
含ん
で

い
る
と
は 、
容
易に
信
じ
が
た
い 。

一
方 、
金
問一
京
助
(「
国
語
の
変
遷」
角
川
文
庫
八
五ぺ)
K
よ
れ
ば 、

シ
ヌ
は 、
〈シ
(
為)
+
イ
ヌ
(逝
乙
で
あっ
て 、
「
し
て
し
ま
い
ま
し
た」
と

い
う
言い
方
で 、
死
去
を
表
現
し
た
もの
と
い
う 。
と
れ
は
「
死」
を
畏
れ
忌

む
所
か
ら 、
直
接
言
う乙
と
を
避
け
る
気
持
が
働
い
た
もの
と
説
明
さ
れ
て
お

り 、
一
説
と
し
て
顧
み
る
に
価
す
る
もの
で
あ
る 。

し
か
し 、
シ
ヌ
を
イ
ヌ
の
意
義
の
極
め
て
特
殊
な一
分
野
と
い
う
よ
う
に
考

え
れ
ば 、
こ
れ
も

無
子
音
形
|

有
子
音
形
の
対
応
と
し
て
説
明
す
る
乙
と
が
可

6 



古代日本語における語頭子音の脱落

能
で
あ
る 。

ω
ウ
ウ
(
植)
|ス

ウ
(
据)

。{子
恵
し
は
じ
か
み
(
古
事
記・
神
武)

。
須
恵
し
種
か
ら
(
万
葉
三
七
六
こ

ス
ウ
は
物
体
を
あ
る
位
置
に
固
定
さ
せ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
が 、
そ
の
対

象
が
植
物
に
限
定
さ
れ
た
の
が
ウ
ウ
で
あ
る
と
い
う乙
と
に
な
ろ
う 。
と
も
に

ワ
行
下
二
段
活
用
で
あ
る
と
い
う
点
も一
致
す
る
が 、
乙
の
型
に
属
す
る
動
詞

は
他
に
ウ
ウ
(
飢)
し
か
な
く 、

所
属
語
数
の
極
め
て
少
な
い
活
用
形
式
で
あ

る
と
い
う
点
も
注
意
し
て
よ
い 。

ω
ウ
ツ
(
棄)
|ス

ツ
(
捨)

。

脱
き
字
豆
(
古
事
記
・

神
代)

〈た
。

腐
し
須
都
ら
む
(
万
葉
九
O
O)

ω
ウ
ヂ
(
氏)
|ス

ヂ
(
筋)

。
大
伴
の
字
治
と
(
万
葉
四
四
六
五)

。
筋
スチ

(
高
山
寺
本
弥
勅
上
生
経
賛
平
安
初
期
白
点)

ウ
ヂ
と
は一
家
の
系
統
で
あ
り 、
系
統
は
線
状
的
に
理
解
さ
れ
る
の
が
普
通

で
あ
る
か
ら 、
広
く

線
状の
もの
を
意
味
す
る
ス
ヂ
と
無
関
係
で
は
な
い
と
思

わ
れ
る 。

以
上
の
他
に 、
アマ
ネシ
(遍)
|

サマ
ネシ
(
多)
を
対
応
例
に
加
え
る
乙

と
も
可
能
か
も
知
れ
な
い 。
け
れ
ど
も 、
アマ
ネ
シ
の
ア7
は 、
アマ
タ
(
数

多)・
アマ
ル
(
余)・
アマ
ス
(
余)
な
ど
の
ア?
と
共
通
の
よ
う
に
思
わ
れ

る
か
ら 、
む
し
ろ
アマ
ネシ
が
も
と
で 、
サマ、不
シ
は 、
そ
れ
に
接
頭
語
サ
が

添
え
ら
れ
た
も
の 、
す
な
わ
ち
サ
アマ
ネシ
の
母
音
脱
落
形
と
見
た
方
が
穏
や

か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る 。

タ
行

同
ア
ヅ
キ
ナ
シ
(
術
無)
|タ

ヅ
キ
(
術)

。
小
豆
奈
九
(
万
葉二
五
八
二)

。
末
の
多
頭
吉
は
知
ら
ね
ど
も
(
万
葉二
九
八
五)

ア
ヅ
キ
ナ
シ
は
普
通 、
つ
ま
ら
な
い・
益
が
な
い
な
ど
と
訳
さ
れ
て
い
る

が 、
日
本
古
典
文
学
大
系
万
葉
集・
補
注
(一一
了
四
七
Oペ)
に
は 、

平
安
朝
の
ア
ヂ
キ
ナ
シ
は 、
自
分
に
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
と
と
に
対
し

て 、
仕
様
が
な
い
と
思
う
と
き 、
半ば
あ
き
ら
め 、
半ば
面
白
く
な
く

思っ

て
発
す
る
嘆
き
に
似
た
感
情
をζ
め
て
使
う 。
奈
良
時
代の
ア
ヅ
キ
ナ
シ
も

そ
れ
に
同
じ
く 、
すべ
て
自
分
自
身
を
自
分
で
ど
うば
も
で
き
な
い
時
に
使

っ
て
い
る 。

と
説
明
さ
れ
て
い
る 。
ア
ヅ
キ
の
窓
義
を
タ
ヅ
キ
と
同
様 、
手
が
か
り・

手
段

と
い
う
に
近
い
もの
と
考
え
れ
ば 、
〈
ア
ヅ
キ
+
無シ〉
は
右
の
説
明
に
も
適

合
す
る
で
あ
ろ
う 。

ω
ア
フ
(
敢・
堪)
|

タ
フ
(
堪)

。
置
く
露
霜
に
安
倍
ず
し
て
(
万
葉
三
六
九
九)

。
え
たへ
ず
(土
左・一
二
月
二
七
日)

ア
フ
は 、
本
来 、
抵
抗
す
る・
が
ま
ん
す
る
窓
で
あっ
て 、
タ
フ
と
隔
た
る

も
の
で
は
な
い 。

ω
ウム
(
紡)
|ツ

ム
グ
(紡)

。
字
麻ず
と
も
(
万
葉
三
四
八
四)

。
古
記
云
(
中
略)
都
牟
伎
(
令
築
解・
営
繕)

紡
豆
無
久

(
和
名
抄)

ウム
|

ツ
ム
グ
の
関
係
は 、
ハ
ル
(
晴)
|ハ

ル
ク
(
暗) 、
ユ
ル
(
繕)
l

ユ
ル
グ
(
揺)
の
関
係
に
比
す
る
乙
と
が
で
き
よ
う 。

ω
ウ
キ
(釜)
|ツ

キ
(杯)

7 



。
みづ
た
ま
字
妓
(
古
事
記・
雄
略)

。
さ
か
豆
岐
(
万
葉
八
四
O)

甑

俗
語
云
都
岐
乃
波
太
(
道
円
本
和
名
抄)

ナ
行

制
アニ
(
輩)
|

ナニ
(
何)

。
阿
耳
よ
く
も
あ
ら
ず
(
仁
徳
紀)

。
那
爾
か
歎
か
む
(
斉
明
紀)

アニ
と
ナニ
と
が
語
頭
子
音
の
添
脱
の
関
係
に
あ
る
語
で
あ
る
乙
と
は 、
す

で
に
白
藤
礼
幸
(「ナ
と
ア」
国
語
研
究
室
4・
東
大
国
語
研
究
室
発
行)
の

指
摘
が
あ
り 、
更
に
村
山
七
郎
(「古
代
語
アニ
『山
立
に
つ
い
て」
国
語
国

文
四
O
巻一
二
号)
に
詳
し
い
論
が
あ
る 。
両
者
と
もに 、
無
子
音
形
を
原
形

と
見
る
立
場
を
とっ
て
い
る
が 、
い
ず
れ
が
原
形
で
あ
る
か
は
と
も
か
く 、

両

語
が
無
縁
の
も
の
で
な
い
乙
と
は
認
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う 。

ω
ア
カ
ツ
ツ
ノ
ミコ
ト

(
神
名)
|

ナ
カ
ツ
ツ
ヲ
ノ
ミコ
ト

(
神
名)

。
赤
土
命
(
神
代
紀・
上)

。
中
筒
男
命
(
神
代
紀・
上)

同一
神
が
小
異
の
あ
る
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
る
場
合
で
あ
る 。
神
名
の
よ
う

な
も
の
は 、
神
格に
対
す
る
古
代
人
の
解
釈の
推
移に
伴
な
い 、
語
形
が
変
改

さ
れ
る
と
と
が
十
分
考
え
ら
れ
る
か
ら 、
単
な
る
音
韻
変
化
と
し
て
処
理
す
る

こ
と
に
は
問
題
も
あ
る
が 、
一
応乙
乙
に
含
め
て
お
く 。

ω
ア
フ
ナ
ア
フ
ナ
(
随
分)
lナ

フ
サ
ナ
フ
サ
(
随
分)

。

随
分

ナ
フ
サ
ナ
フ
サ
に

(
南
海
寄
岡市
内
法
伝
平
安
後
期
点)

。
あふ
な
あふ
な
思
ひ
は
すべ
し
な
ぞへ
な
く

高
く

卑
し
き
苦
し
か
り
け

り
(
伊
勢
九
三)

ア
フ
ナ
ア
フ
ナ
は 、
源
氏
物
語
な
ど
に
見
え
る
オ
ホ
ナ
オ
ホ
ナ
と
の
関
係
な

ど 、
問
題
の
あ
る
語
で
あ
る 。
た
だ 、
ア
フ
ナ
ア
フ
ナ
は 、
伊
勢
物
語・
真
名

本
で
は
「
随
分」
の
字
が
あ
て
ら
れ
て
お
り 、
ナ
フ
サ
ナ
フ
サ
と
の
親
近
関
係

が
存
す
る
よ
う
で 、
「
身
分
相
応
に」
と
いっ
た
意
味
で
あ
ろ
う 。
語
源
は
明

ら
か
で
な
い
が 、
ナ
フ
サ
ナ
フ
サ
の
サ 、
お
よ
び
ア
フ
ナ
ア
フ
ナ
の
ナ
は
お
そ

ら
く

接
辞
で 、
中
心
的
な
意
味
は 、
ナ
フ・
ア
フ
に
あ
る
と
恩
わ
れ
る 。
な

お 、
オ
ホ
ナ
オ
ホ
ナ
はこ
れ
と
関
係
な
く
「
ひ
た
す
ら
に・
は
な
は
だ
し
く」

の
意
で 、
む
し
ろ
「
わ
れ
も
思
ふ
人
も
な
忘
れ
お
ほ
な
わ
に
(
多
奈
和
丹)
浦

吹
く

風
の
止む
時
な
か
れ」
(
万
葉
六
O
六)
に
見
え
る
オ
ホ
ナ
ワニ
と
関
係

が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か 。

ω
ウ
シ
(
大人)
|ヌ

シ
(主)

。
大
人
子志

(神
代
紀・
下)

。
あ
が
農
斯
の
(
万
葉
八
八
二)

乙
の
両
者
が
意
味
的
に
相
近
い
乙
と
は 、
こ
れ
ま
で
に
も
し
ば
し
ば
言わ
れ

て
い
る 。

判
ウパ
タマ
(田町
玉)
|

ヌパ
タマ
(泉
玉)

0・つ
ば
た
ま
の
(
古
今
集・
四
四
九)

。
奴
婆
多
麻の
(
古
事
記・
神
代)

的
オ
ク
(
置)
|ノ

ク
(
訟)

。
我
が
後
岐
し
剣の
太
万
(
古
事
記・
景
行)

あ
と

。
い
か
な
る
や
人
に
い
ま
せ
か
石の
上
を
土
と
踏
み
な
し

足
跡
乃
祁
る
ら

む
賞
く
も
あ
る
か
(
仏
足
石
歌)

阪
倉
篤
義
(「語
構
成の
研
究」
一
八
七ペ)
は 、
「い
と
乃
伎
て
短
き
物
を

端
き
る
と」
(
万
葉
八
九二)
な
ど
の
ノ
ク
は 、
「
と
り

分
け
る」
意
の
動
詞

で
あ
り 、
一
つ
の
もの
を
他
の一
般
か
ら
「
と
り

分
け
る」
と
い
うと
と
は 、

や
が
て
ま
た 、
そ
れ
を
特に
保
存
す
るこ
と 、
遺
すζ
と
に
通
ず
る
と
し
て 、

8 



古代日本語における語頭子音の脱落

仏
足
石
歌
の
例
は
「
残
す」
意
で
あ
る
と
し
て
い
る 。
た
だ
し 、
「
と
り

分
け

る」
と
「
残
す」
と
を
比
較
す
る
と 、
前
者
は
と
る
方
に
重
点
が
あ
り 、
後
者

は
と
ら
ざ
る
方
に
重
点
が
あっ
て 、
い
わ
ば
正
反
対
と
も
言
え
る
の
で
あ
り 、

一
語
の
意
味
変
化
と
し
て 、
や
や
不
自
然
に
感
じ
ら
れ
る 。
イ
ト
ノ
キ
テ
の
ノ

ク
は 、
阪
倉
も
言
う
よ
う
に 、
ヌ
ク
(
抜)
と
母
音
交
替
の
関
係
に
あ
る
よ
う

で
あ
り 、
ヌ
ク
(
抜)
と
同
義
と
見
て 、
ほ
と
ん
ど
支
障
が
な
い 。

一
方 、
仏
足
石
歌
の
ノ
ク
は 、
明
ら
か
に
「
後に
留
め
置
く」
の
意
で
あ
る

が 、
オ
ク
(
置)
に
も 、

愛
し
き
吾
が
若
き
子
を
飲
岐
て
か
行
か
む
(
斉
明
紀)

の
よ
う
な
用
法
が
あっ
て 、
ノ
ク
は
オ
ク
(
世)
と
関
係づ
け
る
時
に 、
自
然

な
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
思
う 。

ハ
行

同
ア
ラ
ラ
(粗)
|ハ

ラ
ラニ
(
散)

。
阿
世腫ミ
松
原
(
神
功
紀)

。

海
人
小
舟
波
良
ミ

爾
浮
き
て
(
万
葉
四
三
六
O)

い
ず
れ
も
散
在
す
る
さ
ま
で
あ
る 。

ア
ラ
を
語
基
と
す
る
語
に
は
ア
ラ
ク

(散)
が 、
ハ
ラ
を
語
基
と
する
語
に
は
つフ
ラ
ク
(散)・
ハ
ラ
ラ
カ
ス(散)

が
あ
る 。
た
だ
し 、
ア
クセ
ン
ト

につ
い
て
言
え
ば 、
観
智
院
本
類
表
名
義
抄

Kは
「
散
アラク(平平O)」
「
散
帰
アラケカヘル(平平上000)」
と
あ
り 、
ま

た
「
壌ハ-フ、
タ(上上OO)」
と
あ
る
か
ら 、
金
田一
春
彦
の
所
説
「
あ
る
語
が

高
く
始
ま
る
な
ら
ば 、
そ
の
派
生
語・
複
合
語
も
すべ
て
高
く
始
ま
り 、
あ

る
語
が
低
く
始
ま
る
な
ら
ば 、
そ
の
派
生
語・
複
合
語
も
すべ
て
低
く
始
ま

る
」
(「
国
語
ア
ク
セ
ン
ト

史
の
研
究
が
何
に
役
立
つ
か
」

言
語
民
俗
論
叢)

に

従
え
ば 、
ア
ラ
ク
とハ
ラ
ラ
ク
と
に
は 、
直
接
の
関
係
が
な
い
こ
と
に
な
る

が、
ハ
ラ
ラ
ク
の
ア
ク
セ
ン
ト
を一不
す
証
例
は

右
の一
例
し
か
な
い
か
ら 、
そ

の
点
確
実
で
な
い 。
な
お 、
ア
ラ
ク
の
ア
ラ
を
ア
ラ
シ
(
荒)・
ア
ラ
ス
(
荒)

な
ど
の
ア
ラ
と
結
びつ
け
る
説
も
あ
る
が 、
アル
(荒)
も
含
め
て 、
い
ず
れ

も
高
く

始
ま
る
型
で
あっ
た
か
ら 、
金
田一
説に
従
う
か
ぎ
り 、
や
は
り
直
接

(注2)

の
関
係
は
な
い
こ
と
に
な
る 。

ω
ア
メ
ノ
ア
カ
ル
タマ
(神
名)
lハ

カ
ル
タマ
(
神
名)

。
天
明
玉
(
神
代
紀・
上)

。
羽
明
玉
(
神
代
紀・
上)

同一
神
格
が
多
少
異
な
る
名
称で
呼
ば
れ
て
い
る
場
合
で
あ
る 。

ω
ア
プ
ル
(
溢)
lハ

ブ
ル
(溢)

(夫)

o

溜

溢
也
弥
知
阿
失
留
(
天
治
本
新
撰
字
鋭)

。

池
水
溢
と
も
(
万
葉
二
八
三
三)

混
ハフル

(
観
智
院
本
類
取県
名
義
抄)

両
者
と
もプ
の
清
濁
に
は
問
題
が
あ
る 。
ア
プ
ル
は
下二
段
で
あ
る 。
ハ
プ

ル
は
四
段
活
用
と
さ
れ
る
が 、
崇
神
紀
古
訓
に
は
「
溢ハフレタリ」
と
あ
る
か

ら 、
下
二
段
活
用
も
存
在
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か 。

ω
イ
タ
(甚)
|ヒ

タ
(直)

。
伊
多
泣
か
ば
(古
事
記・
允
恭)

。
頓
丘
蹴随烏

(
神
代
紀・
下)

イ
タ
とヒ
タ
と
の
関
係
を
指
摘
し
た
も
の
に
は 、
阪
倉
篤
義
「諮問
構
成の
研

究」
(
二
六
八
ペ
)

が
あ
る
が 、

更
に
村
山
七
郎
(「
原
始
日

本
語
の
数
詞
イ
タ

『
1』

に
つ
い
て」
国
語
学部)
が
詳
し
く

論
じ
て
い
る 。
な
お 、
村
山
は 、

イ
タ
を
先
行
し 、
ヒ
タ
を
後
出
と
し
て
い
る 。

例
イ
ス
カ
シ
(
仮)
|ヒ

ス
カ
シマ
(倶)

。

伊
須
賀
志
態
を
(
続
日

本
後
紀)

。

凋
ヒ
ス
カ
シ
7
に
し
て
(
石
山
寺
本
大
智
度
論
元
慶
点)
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的
ウ
ツ
(
全)
|
フ
ツ
マ
ニ
(
悉)

。
全
剥字部構伎
(
神
代
紀・
上)

。
片
思
ひ
を
馬
に
布
都
麻
爾
負
ほ
せ
も
て
(
万
葉
四
O
八
こ

フ
ツ
マ
ニ
の
語
義
に
つ
い
て
は、
阪
倉
篤
義
の
「
語
構
成
の
研
究」
(ニ

Oベ)
に
詳
し
い。
と
の
フ
ツ
と
ウ
ツ
と
は
意
義
的
に
相
当
近
い
と
思
わ
れ

zv。

7f行

制
ア
ス
(
在)
17
ス
(
在)

。
遠
つ
あ
ふ
み
引
佐
細
江
の
み
を
つ
く
し
我
を
頼
め
て
安
佐
ま
し
も
の
を

(
万
葉
三
四
二
九)

。
大
倉
は
千
歳
に
麻
佐
む
(
万
葉
二
四
三)

か
つ
て、
マ
ス
と
同
義
の
ア
ス
な
る
敬
語
動
詞
が
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
と
と

は、
別
の
所
(「
平
安
時
代
語
の
源
流
に
つ
い
て」
東
京
大
学
教
授
学
部
人
文

科
学
科
紀
要
川崎
輯)
で
詳
し
く
論
じ
た
乙
と
が
あ
る。
取
ラ
ス・
立
タ
ス
な
ど

の
言
い
方
は、
取
ル・
立
ツ
の
連
用
形
に
ア
ス
が
つ
き、
一
方
の
母
音
が
脱
落

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る。
た
だ
し、
前
稿
で
は、
マ
ス
は
身(
m)

ア
ス
あ
る
い
は
「
(則)
ア
ス
の
つ
づ
ま
っ
た
形
と
い
う
ふ
う
に
考
え
た
が、

マ
行
頭
子
音
の
有
無
に
よ
る
対
応
と
い
う
事
実
を
認
め
る
な
ら
ば、
乙
れ
も
そ

の一
例
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う。
右
の
万
葉
集
の
ア
ス
の
例
は、
東
歌
で
あ

る
が、
取
ラ
ス・
立
タ
ス
式
の
言
い
方
は
上
代
文
献
に
広
く
現
わ
れ
る
か
ら、

奈
良
時
代
以
前
に
は、
中
央
誌
と
し
て
も
か
な
り
使
わ
れ
て
い
た
と
推
量
さ
れ

る。ω
イ
カ
(
厳)
|
ミ
カ
(
厳)

。
眼
塩
(
搭
磨
風
土
記)

。
滴
箇
始
報
(
仁
徳
紀)

た
だ
し、
ミ
カ
シ
ホ
は
イ
カ
シ
ホ
に
接
頭
辞
ミ
の
つ
い
た
形
と
見
る
余
地
は

あ
る。c
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イ
ツ
ツ
シ
(
厳
)々
|
ミ
ツ
ミ
ツ
シ
(
厳
)々

。
伊
豆
都
志
伎
(
祝
詞・
大
殿
祭)

。
美
都
美
都
斯
(
古
事
記・
神
武)

ω
イ
マ
ソ
カ
リ
(
在)
|
ミ
マ
ソ
カ
リ
(
在)

fd蹄
原
の
常
行
と
申
す
い
ま
そ
か
り
て
(
伊
勢
七
七)

。
多
賀
幾
子
と
申
す
み
ま
そ
か
り
け
り
(
伊
勢
七
七)

両
語
と
も
語
源
が
明
ら
か
で
な
い
が、
マ
行
頭
子品目
の
有
無
に
よ
る
対
応
と

見
る
こ
と
が
で
き
る。

判
ウ
ゴ
ロ
モ
チ
(
腿
鼠)
|ム
グ
ロ
モ
チ
(
腿
鼠)

。

随
鼠
宇
古
呂
毛
知

(
本
草
和
名)

。

媒
核
牟
久
呂
毛
知

(
天
治
本
新
撰
字
鋭)

観
智
院
本
類
取県
名
義
抄
に
は
ウ
グ
ロ
モ
チ
と
い
う
形
が
出
て
お
り、
乙
の
方

が
ム
グ
ロ
モ
チ
に
よ
り
近
い
も
の
で
あ
る。

ω
ウ
シ
ロ
(
驚)
lム
シ
ロ
(
驚)

。
伊
奈{子
之
目
(
万
葉一
五
二
O)

。
伊
僕
武
斯
底
(
顕
宗
前
紀)

席
ム
シ
ロ

(
霊
異
記
下
士一
O)

同
ウ
ダ
ク
(
抱)
lム
ダ
ク
(
抱)

。

抱
有
太
加
之
口
(
興
福
寺
本
霊
異
記
上
三
O)

。
か
き
武
太
伎
(
万
葉
三
四
O
四)

抱
牟
太
久

(
新
訳
華
厳
経
音
義
私
記)

削
ウ
ナ
ギ
(
鰻)
|ム
ナ
ギ
(
鰻)

。
武
奈
伎
(
万
葉
三
八
五
三)
(
万
葉
三
八
五
四)
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。

飲
ウ
ナ
キ

(
観
智
院
本
類
車内
名
義
抄)

同
か
ら
例
ま
で
は、
〈
ウ
tv
と
〈
ム
l〉
と
の
対
応
で
あ
る
が、
と
の
場

合、
そ
の
表
記
が
示
す
実
際
の
音
価
が
何
で
あっ
た
か
と
い
う
問
題
が
か
ら
ん

で、
実
は
む
ず
か
し
い。
と
い
う
の
は、
平
安
時
代
に
は
「
う
ま
|
む
ま」

「
う
め
l
む
め」
「
うベ
|
むべ」
「
う
ば
ふ
|
む
ば
ふ」
な
ど、
語
頭
が
「
う」

と
も
「
む」
と
も
表
記
さ
れ
た
語
群
が
あ
り、
乙
れ
ら
と
の
関
係
が
ど
う
な
る

か
と
い
う
問
題
が
あ
る
か
ら
で
あ
る。
ζ
乙
で
は、
第
二
音
節
が
マ
行
音
ま
た

はパ
行
音
の
場
合
は、
本
来
母
音
で
あっ
た
も
の
が、
直
後
の
m
あ
る
い
は
b

に
同
化
さ
れ
て、
日
目白
と
か
g
g
と
か
発
音
さ
れ
る
よ
う
に
な
り、
語
頭
の

u
が
「
う」
と、
m
が
「
む」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
と
考
え、
ζ
の
類
に
は
含

め
な
か
っ
た。
そ
れ
に
対
し
て、
第
二
音
節
が
マ
行
音・
パ
行
音
以
外
の
場
合

は、
ウ
表
記・
ム
表
記
の
差
が、
そ
の
ま
ま
u
とm
と
の
音
韻
の
差
を
表
わ
し

て
い
る
と
考
え
て、
乙
ζ
に
列
挙
し
た
わ
け
で
あ
る。

ω
オ
ミ
(
植
物
名)
|モ
ミ
(
植
物
名)

。
み
湯
の
上
の
樹
群
を
見
れ
ば
臣
木
も
生
ひ
継
ぎ
に
け
り(
万
葉
三
二
二)

。
縦
毛美
(
和
名
抄)

万
葉
集
な
ど
の
オ
ミ
ノ
キ
が
モ
ミ
の
乙
と
で
は
な
い
か
と
い
う
と
と
は、
と

れ
ま
で
に
も
指
摘
さ
れ
た
所
で
あ
る。

ャ「行

帥
ウ
ツ
ル
(
移)
|
ユ
ツ
ル
(
移)

。
字
都
里
ゆ
く
(
万
葉
四
四
八
三)

。
由
都
利
な
ば
(
万
葉
三
三
五
五)

ユ
ツ
ル
は、
ウ
ツ
ル
に
は
接
頭
辞
イ
の
つ
い
た
イ
ウ
ツ
ル
の
約
で
は
な
い
か

と
い
う
説
も
あ
る
が、
そ
の
よ
う
な
音
韻
変
化
は
他
に
類
例
を
求
め
が
た
い
か

ら、
乙
乙
に
入
れ
て
お
く。
もっ
と
も、
類
例
が
な
い
と
い
う
点
で
は、
ヤ
行

頭
子耳目
の
有
無
に
よ
る
対
応
の
例
も、
他
に
は
見
出
だ
せ
な
い。

ワ
行

削
ア
(
吾)
|
ワ
(
吾)

。
阿
は
も
よ
(
古
事
記
・

神
代)

。
和
が
着
せ
る
(
古
事
記・
景
行)

刷
ア
カ
ツ
(
散)
|
ワ
カ
ツ
(
別)

。
散
7カチ
(
金
剛
波
若
経
集
験
記
平
安
初
期
点)

。

訴
和
加
知
天

(
霊
異
記
下
序)

ア
カ
ル
|
ワ
カ
ル
の
関
係
も
同
類
で
あ
ろ
う。
ア
カ
ル
に
対
し
て
サ
カ
ル

(
離)
を
対
置
す
れ
ば、
サ
行
頭
子
音
の
有
無
に
よ
る
対
応
と
い
う
乙
と
に
な

る
が、
ア
カ
ル
・
ワ
カ
ル
は
下
二
段
で
あ
る
の
に
対
し
て、
サ
カ
ル
は
四
段
で

あ
る
か
ら、
ア
カ
ル
l
ワ
カ
ル
の
対
応
を
認
め
るべ
き
で
あ
ろ
う。

ω
ア
タ
リ
(
辺)
|
ワ
タ
リ
(
辺)

。
阿
多
里
(
古
事
記・
仁
徳)

。
東
の
五
条
の
わ
た
り
に
(
伊
勢
五)

四

以
上、
無
子
音
形
と
有
子
音
形
の
対
応
と
恩
わ
れ
る
事
例
を
列
挙
し
た。
両

者
の
意
義
的
な
関
係
は
多
様
で
あっ
て、
両
者
に
意
義
の
差
が
ほ
と
ん
ど
感
じ

ら
れ
な
い
場
合、
ま
た
両
者
の
意
義
が
微
妙
に
ず
れ
て
い
る
場
合、
ま
た
前
者

の
意
味
領
域
の
う
ち
特
殊
な
部
分
を
後
者
が
荷
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
場

合、
ま
た
そ
の
逆
の
場
合
な
ど
が
あ
る。
た
だ、
ζ
の
よ
う
に
語
形
が
相
近

く、
ま
た
意
義
的
に
も
近
似
し
た
そ
れ
ぞ
れ一
対
の
語
が、
互
い
に
無
関
係
に

生
成
し
た
と
は
考
え
が
た
い。

そ
と
で、
そ
の
関
係
は
い
か
な
る
関
係
で
あ
る
か
と
い
う
と
と
で
あ
る
が、
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結
局、
問
題
は、
前
者
が
後
者
か
ら
頭
子
音
の
脱
落
し
た
も
の
で
あ
る
の
か、

そ
れ
と
も
後
者
が
前
者
に
頭
子
音
の
添
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
と
い
う
乙

と
に
し
ぼ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う。
た
だ
し、
そ
の
問
題
は、
に
わ
か
に
決
め
が
た

い
所
が
あ
る。

た
と
え
ば、
文
献
に
初
出
す
る
順
序
と
い
う
点
も一
応
問
題
に
な
る。
し
か

し、
両
者
の
文
献
的
な
先
後
関
係
や、
現
わ
れ
る
資
料
の
文
体
的
な
性
質
は一

律
で
な
い。
文
献
に
登
場
す
る
順
序
が、
語
形
の
生
成
す
る
順
序
と一
致
す
る

と
い
う
保
証
は
な
い
か
ら、
文
献
の
新
古
に
基
づ
い
て
語
形
の
新
古
を
判
定
す

る
と
い
う
よ
う
な
や
り
方
は
と
る
ζ
と
が
で
き
な
い。

ま
た、
語
源
や
用
法
を
考
慮
す
る
と
と
に
よ
り、
語
形
の
新
旧
を
決
定
す
る

と
と
が
で
き
る
場
合
も
あ
り
そ
う
に
思
わ
れ
る。
た
と
え
ば、
ウ
パ
タ
マ
l
ヌ

パ
タ
マ
の
関
係
に
つ
い
て、
佐
竹
昭
広
(「
古
代
日
本
語
に
於
け
る
色
名
の
性

格」
国
語
国
文二
四
巻
六
号)
の
所
説
に
よ
れ
ば、
ヌ
パ
タ
マ
の
ヌ
パ
は
ヌ

マ
《
沼》
と
結
び
つ
け
得
る
も
の
で
あ
り、
《
沼、
泥》
よ
り
《
黒》
へ
意
味

変
化
を
起
乙
し
た
も
の
と
い
う。
こ
れ
に
従
え
ば、
ヌ
パ
タ
マ
の
方
を
原
形
と

す
る
の
が
正
し
い
と
と
に
な
る
が、
再
び
考
え
る
な
ら
ば、
乙
の
説
そ
の
も
の

が
ヌ
パ
タ
7
の
方
を
原
形
と
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
成
り
立っ
て
い
る
よ
う
で
あ

り、
語
源
説
を
根
拠
に
語
形
の
新
旧
を
決
め
よ
う
と
す
る
な
ら
ば、
我
々
は
循

環
論
に
陥
り
か
ね
な
い
の
で
あ
る。

ζ
れ
に
比
す
れ
ば、
用
法
の
考
察
に
基
づ
く
拘
論
は、
ま
だ
し
も
確
実
性
が

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る。
た
と
え
ば、
山
田
孝
雄
は
「
奈
良
朝
文
法
史」

(
五
五
ぺ)
に
お
い
て、
代
名
詞
の
ア
(
ア
レ)
と
ワ
(
ワ
と
と
の
関
係
に

つ
い
て、
ア
系
を
古
い
形、
ワ
系
を
新
し
い
形
と
推
定
し
た。
と
い
う
の
は、

ア
に
は
ア
ギ・
ア
ゴ
・
ア
セ
な
ど
の
熟
語
が
あ
る
の
に
対
し
て、
ワ
に
は
上
代

に
は一
つ
も
そ
の
よ
う
な
熟
語
が
な
い。
と
と
ろ
で、
万
葉・
記・
紀・出目一
命

を
調
査
す
る
と、
ワ
(
ワ
レ)
と
訓
むべ
き
確
証
の
あ
る
も
の
が
二
七一
例、

ア
(
ア
レ)
は一
三
二
例
で
あ
る。
そ
乙
に
ワ
系
の
勢
力
の
強
さ
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
が、
そ
の
用
例
の
多
い
ワ
に
熟
語
が
な
い
の
は、
そ
の
語
の
な
お
若

かっ
た
乙
と
を
示
す
も
の
で
あ
り、
ア
に
熟
語
が
あっ
て、
し
か
も
用
例
の
少
な

い
の
は、
そ
の
語
の
古
い
乙
と
を
示
す
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
で
あ
る。

ま
乙
と
に
整
然
た
る
議
論
で
あ
る
が、
右
を
そ
の
ま
ま
発
生
の
新
旧
と
し
て

理
解
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る。
仮
り
に、
ワ
系
が
先

に、
続
い
て
ア
系
が
発
生
し
た
と
す
る。
そ
の
場
合、
ま
ず
ア
系
の
方
が
勢
力

を
伸
長
し、
後
に
ワ
系
が
乙
れ
に
とっ
て
代
わ
る
と
い
う
よ
う
な
と
と
は、
全

く
あ
り
得
な
い
と
と
で
あ
ろ
う
か。

上
代
文
献
に
見
え
る
連
体
の
格
助
詞
に
は、
ノ・
ガ・
ツ
な
ど
が
あ
る
が、

こ
の
う
ち
ツ
は
上
代
に
お
い
て
す
で
に
衰
退
気
味
で
あっ
て、
ノ・
ガ
に
比
し

て
用
法
が
極
め
て
限
定
さ
れ、
や
が
て
衰
滅
す
る。
し
か
し、
そ
の
と
と
か

ら、
ツ
は
ノ・
ガ
よ
り
も
発
生
の
時
期
が
古
い
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
か。
用
法

の
問
題
を
語
形
の
発
生
の
新
旧
に
置
き
換
え
る
こ
と
は、
や
は
り
危
険
な
と
と

と
い
うべ
き
で
あ
ろ
う。

す
な
わ
ち、
語
源
や
用
法
に
よ
っ
て、
個
別
的
に
考
察
し
て
行
と
う
と
す
る

方
法
は、
か
な
り
不
確
実
な
も
の
と
見
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る。

と
こ
ろ
で、
無
子
音
形
|
有
子
音
形
の
対
応
と
い
う
現
象
が、
各
行
に
よ
っ

て、
数
量
的
に
か
な
り
偏
り
が
見
ら
れ
る
と
い
う
事
実
を
見
逃
すべ
き
で
は
な

い
で
あ
ろ
う。
乙
れ
を
行
別
に
整
理
す
る
と、
次
の
よ
う
に
な
る。
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大
き
な
数
字
は 、
無
子
音
形
l

有
子
音
形
の
対
応
と
し
て
挙
げ
た
もの
の
例

数
で
あ
り 、
小
さ
な
数
字
は 、
子
音
挿
入
と
解
さ
れ
た
もの
の
例
数
で
あ
る 。

た
だ 、
古
代
日
本
語
に
か
な
り
広
く 、

無
子
音
形
|

有
子
音
形
の
対
応
と
い

う
事
実
が
認
め
ら
れ
る
以
上 、
ハ
ル
ア
メ
lハ

ル
サ
メ
な
ど
い
わ
ゆ
る
子
音
挿

入
例
も 、
お
の
ず
か
ら
純
子
音
形
|

有
子
音
形
の
対
応
の
事
例
の
中
に
解
消
さ

れ
るべ
き
も
の
で
あ
ろ
う 。
従っ
て 、
大
数
字
と
小
数
字
と
は
本
質
的
に
差
の

な
い
も
の
と
し
て 、
合
算
す
る
と
と
が
許
さ
れ
る 。

古代日本語における語頭子音の脱落

7
7
7
7一

ハ
7

7
7
一

一
5
一
u一
5

一
8

一
6

7

7一
3

一

さ
て 、
と
の
行
別
に
よ
る
例
数
のバ
ラ
ツ
キ
は 、
各
行
所
属
語
の
異
な
り
語

数
の
多
少
に
関
係
す
る
の
で
は
な
い
か
と 、
ま
ず
疑っ
て
み
る
の
が
常
道
で
あ

る 。
そ
と
で 、
一
応
の
目
安
と
し
て 、
今 、
時
代
別
国
語
大
辞
典・
上
代
編
に

立
項
さ
れ
た
項
目
数
を
数
え
て
み
る 。

同

白
川
引
司
寸
寸
寸

ヨ
バ一

一
附

附
胸

当
到

到
竺

到
』
州
一

右
の
う
ち 、
ア
行・
ラ
行
は
当
面
の
問
題に
関
係
は
な
い
か
ら 、
除
く
と
す

る
と 、
所
属
語
の
多い
順
は 、

カ・
タ・
サ・
マ・
ハ・
ヤ・
ナ・
ワ

と
な
る 。
と
れ
に
対し
て 、
対
応
例
で
は 、

サ・
7・
ナ・
ハ
・

カ・
タ・
ワ・
ヤ

の
順
で
あ
り 、
所
属
語
数
の
多い
も
の
が
対
応
例
数
も
多い
と
い
う
よ
うに
単

純
に
はき一口
え
な
い
よ
う
で
あっ
て 、
何
か
別
の
原
理
が
支
配
し

て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る 。

そ
ζ
で 、
例
数
の
大
小
を 、
頭
子
音
の
性
質と
い
う
点
か
ら
考
え
直し
て
見

る 。
乙
乙
で 、
ハ
行
子
音
を
Pと
す
る
な
ら
ば 、
次
の
よ
うに
並
ん
で
い
る
こ

と
に
な
る 。

ζ
の
配
列
に
は 、
有
意
味
性
が
感
じ
ら
れ
る 。
す
な
わ
ち 、
最
初
に
摩
擦
音

系s 、
次
に
鼻
音
系m
n 、
第三
に
破
裂立日
系
pt
k 、
最
後
に
半
母
音
系w

J
と
い
う
順
序に
なっ
て
い
る
ζ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る 。

全
体
に
例
数
も
さ
ほ
ど
多
く
な
く 、
ま
た
追
加
すべ
き
もの
や 、
逆
に
削
除

すべ
き
例
の
山
て
来
る
と
と
も
あ
り
得
る
か
ら 、
と
の
順
序
が
どこ
ま
で
確
定

的
な
も
の
か
と
い
う
疑
点
は
残
ろ
う 。
ま
た 、
右
は
対
応
例
の
実
数
の
順
序で

あっ
て 、
各
行
所
属
異
な
り
語
数
と
の
比
率
に
よ
る
順
序で
は
な
い
点
も 、
問

題
と
い
え
ば
問
題
で
あ
る
(
た
だ
し 、

各
行
所
属
異
な
り

語
数
に
比
し
て
対
応

例
数
が
余
り
に
小
で
あ
る
か
ら 、

そ
の
比
市中
を
と
っ
て
も 、

比
較
す
る
際
に
有

意
な
数
字
と
は
言
え
な
く
な
る)

。

右
の
よ
う
な
疑
念
は
捨
て
な
い
に
し
て
も 、
摩
擦
音・
鼻
音・
破
裂
音・
半

母
音
と
い
う
調
音
の
仕
方に
よ
る
差
異
と 、
対
応
例
数
の
差
と
の
聞
に 、
整
然

と
した

対
応
が
あ
る
よ
うに
見
え
る
と
と
は 、
や
は
り
注
意
すべ
きこ
と
で
あ

ろ
う 。そ

と
で 、
摩
擦
音・
鼻
音・
破
裂
音・
半
母
音
と
い
う
順
序
が
何
を
意
味
す

る
か
で
あ
る
が 、
筆
者
は 、
乙
れ
は
発
音
上
の
緊
張
度
の
低
い
もの
か
ら
高い

ものへ
の
順
序
で
は
な
い
か
と
思
う 。

摩
擦
音
は 、
読
れ
出
る
呼
気
に
対し
て
口
む
ろ
な
ど
の
調
音
器
官
が
狭いせ
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ぽ
め
を
作っ
て
生
ず
る
音
で
あ
る
ゆ
に
対
し
て、
破
裂
音
は
口
む
ろ
に
閉
鎖
が

作
ら
れ、
同
時
に
鼻
む
ろへ
の
通
路
も
閉
鎖
さ
れ
る。
ま
た、
鼻
音
は、
口
む

ろ
に
閉
鎖
が
起
こ
る
と
同
時
に、
鼻
む
ろ
を
通
し
て
呼
気
が
流
れ
出
す出目
で
あ

る。
乙
う
し
て
見
る
と、
摩
擦
音・
鼻
音・
破
裂
音
の
三
者
の
う
ち
で
は、
調

音
上
最
も
緊
張
を
要
す
る
の
が
破
裂
音
で
あ
り、
次
に
鼻
音、
そ
し
て
摩
擦
音

の
順
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る。

さ
て、
半
母
音
で
あ
る
が、
右
の
順
序
か
ら
言
え
ば、
と
れ
が
最
も
発
音
上

緊
張
を
要
す
る
音
で
あ
る
は
ず
で
あ
る。
半
母
音
が
発
音
上
緊
張
を
要
し
た
の

は、
古
代
日
本
語
が
C
V
構
造
を
基
本
と
し
て
い
た
と
と
と
関
係
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
恩
わ
れ
る。
す
な
わ
ち、
C
V
構
造
で
あ
る
と
い
う
乙
と
は、
母

音
速
続
を
嫌
う
と
い
う
と
と
で
あ
る。
と
と
ろ
で、
半
母
音
は、
調主目
的
に
は

母
音
と
同
様
で
あっ
て、
た
だ
音
節
副
音
を
な
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
に
過
ぎ

な
い。
従っ
て、
半
母
音
を
含
む
音
節
は、
音
声
的
に
は
母
音
連
続
に
極
め
て

近
く
な
る
か
ら、
乙
れ
を
明
確
に
発
音
す
る
に
は、
か
な
り
の
緊
張
を
要
し
た

の
で
は
な
い
か
と
い
う
考
え
が
成
り
立
つ。

と
す
れ
ば、
乙
の
順
序
は、
や
は
り
全
体
と
し
て、
発
音
上
緊
張
度
の
低
い

も
の
か
ら
高
い
も
の
へ
の
順
と
い
う
乙
と
に
な
る。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と、

有
子
音
形
が
先
で、
無
子
音
形
が
後、
す
な
わ
ち
子
音
脱
落
の
現
象
が
考
え
や

す
い
で
あ
ろ
う。
な
ぜ
な
ら
ば、
調
音
的
に
緊
張
度
の
高
い
子
音
は、
意
識
的

に
明
確
に
発
音
し
よ
う
と
す
る
た
め、
脱
落
が
生
じ
に
く
い
の
に
対
し
て、
逆

に
緊
張
度
の
低
い
子
音
は、
発
音
も
ず
さ
ん
に
な
り
や
す
く、
脱
落
し
や
す
い

と
い
う
ζ
と
が
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る。

一
般
論
的
に
見
て、
子
音
脱
落
と
い
う
ζ
と
は
考
え
や
す
い
が、
子
音
が
新

た
に
付
着
す
る
と
い
う
よ
う
な
乙
と
は
考
え
に
く
い。
も
し、
付
着
す
る
と
し

た
ら、
そ
れ
は一
穏
の
接
頭
辞
と
い
う
乙
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
が、
子
音一
個

の
接
頭
辞
が
存
在
し
得
る
の
はト
臨
音
節
語
の
存
在
を
許
す
よ
う
な
言
語
に
お

い
て
で
あ
ろ
う。
勿
論、
日
本
語
が
か
つ
て
閉
音
節
語
の
存
在
を
許
す
言
語
で

あっ
た
蓋
然
性
は
容
で
は
な
い。
し
か
し、
そ
れ
は
文
献
時
代
を
よ
ほ
ど
逆
上

っ
た
時
期
で
な
く
て
は
な
ら
な
い。
も
と
よ
り、
そ
れ
が
い
く
ら
古
い
時
代
の

乙
と
で
あ
ろ
う
と、
一
応
構
わ
な
い
わ
け
で
あ
る。
た
だ、
そ
の
接
頭
辞
は、

ど
の
よ
う
な
意
味
あ
る
い
は
機
能
を
有
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か。
接
頭
辞
で
あ

る
以
上、
そ
れ
ら
の
語
群
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
頭
子
音
は、
何
か
共
通
の
意

味
な
り
機
能
な
り
を
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
が、
そ
の
よ

う
な
意
味
あ
る
い
は
機
能
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か。

乙
れ
に
比
す
れ
ば、
子
音
脱
落
の
方
は、
ま
だ
し
も
考
え
や
す
い。
C
V
構

造
を
基
本
と
す
る
言
語
に
お
い
て
は、
最
も
脱
落
し
や
す
い
の
は
語
頭
子
音

で
あ
る。
そ
れ
以
外
は、
ど
の
子立固
な
い
し
母
音
が
脱
落
し
て
も、
子
音
連
続

・
母
音
速
続
ま
た
は
閉
音
節
が
発
生
す
る
か
ら
で
あ
る。

な
お、
ζ
の
脱
落
現
象
が
い
つ
起
乙
っ
た
も
の
か
は
明
ら
か
で
な
い。
文
献

時
代
以
前
に
起
こ
っ
た
も
の
で、
上
代
や
中
古
の
文
献
に
見
え
る
の
は、
そ
う

い
う
前
代
の
音
韻
現
象
の
痕
跡
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
か

ら
で
あ
る。
上
代・
中
古
の
文
献
で
見
る
限
り、
そ
の
よ
う
な
例
は
決
し
て
多

い
と
は
言
え
ず、
脱
落
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
た
時
期
が
あっ
た
と
し
た
ら、
そ

れ
は
文
献
時
代
以
前
を
考
え
る
の
が
順
当
で
あ
ろ
う。

ハ
行
子
音
を
P
と
仮
定
し
た
の
は、
そ
う
す
る
と
破
裂
音
に
な
り、
t
や
k

と
並
ぶ
乙
と
に
な
っ
て、
都
合
が
よ
い
か
ら
で
あ
る。
た
だ
し、
現
在
の
通
説

で
は、
ハ
行
子
音
は、
上
代・
中
古
で
は
F
と
い
う
両
唇
摩
擦
音
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
る。
と
す
れ
ば、
ζ
の
よ
う
な
音
韻
現
象
が
行
な
わ
れ
た
の
は、
ハ
行

子
音
が
ま
だ
P
で
あっ
た
と
ろ、
す
な
わ
ち
上
代
以
前
で
あっ
た
と
い
う
乙
と

(注3)

も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る。

14. 



五

古代日本語における語頭子音の脱落

以
上 、
子
音
挿
入
と
い
う
従
来
の
解
釈
に
疑
問
を
も
っ
乙
と
か
ら
出
発
し

て 、
日
本
語
に
か
つ
て
語
頭
子
音
の
脱
落
と
い
う
現
象
が
行
な
わ
れ
たこ
と
が

あっ
た
で
あ
ろ
うζ
と
を 、
推
定
す
る
に
至っ
た 。

村
山
七
郎
は 、
前
に
も
触
れ
た
論
文
の
中
で 、
アニ
|

ナニ 、
イ
タ
|ヒ

タ

の
関
係
につ
い
て 、
比
較
言
語
学
的
な
立
場
か
ら 、
後
者
は 、
前
者
を
も
と
と

し
て 、
ロ
1・

司
ー

な
る
接
頭
辞
が
そ
れ
ぞ
れつ
い
た
も
の
と
解
し
た 。
し
か

し 、
も
し
そ
の
よ
う
な
解
釈
がそ
れ
ら
の
断
片
的
な
事
例
の
解
釈
に
と
ど
ま
る

な
ら
ば 、
や
は
り
説
得
力
に
乏
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い 。

従
来
か
ら
あ
る
子
音
挿
入
と
い
う
解
釈
につ
い
て
も 、
ハ
ル
ア
メ
(
春
雨)

〉ハ
ル
サ
メ
の
場
合
は 、
発
音
上
最
も
緊
張
度
の
弱い 、
そ
の
意
味
で
発
音
労

力
の
軽
微
なs
を
挿
入
し
た
も
の
と
考
え 、
一
方 、
ナ
イモ
(
汝
妹)
〉
ナニ

モ
につ
い
て
は 、
語
頭
子
音n
の
同
化
作
用
を
受
け 、
掃
入
子
音
と
し
て
n
が

選
ば
れ
た
も
の
と
考
え
る
と
い
う
よ
う
に 、
一
々
につ
い
て
説
明
方
法
を
変
え

て
行
く
よ
う
な
や
り
方
は
好
ま
し
く
な
い 。
す
な
わ
ち 、
語
頭
子
音
脱
落
と
い

う
解
釈
は 、
可
能
な
限
り
統一
的
な
説
明
方
法
を
求め
る
と
い
う
方
針
の一
つ

の
結
果
な
の
で
あ
る 。

さ
て 、
ハ
ル
サ
メ
につ
い
て
言
え
ば 、
サ
メ
は
ア
メ
に
先
行
す
る
語
形
で
あ

る
と
見
ら
れ
る 。
そ
し
て 、
復
合
語
中
に
古
い
語
形
が
保
存
さ
れ
る
例
は 、
決

し
て
稀
で
な
い 。
乙
れ
を
共
時
的
に
見
れ
ば 、
ア
メ
は
独
立
形 、
サ
メ
は
非
独

立
形
と
し
て 、
機
能
分
担
を
行
なっ
て
い
る
乙
と
に
な
る 。
と
の
機
能
分
担に

よっ
て 、
両
者
は
長
く

共
存
す
る
乙
と
が
で
き
た 。
一
方 、
ア
ク
(
関)
と
サ

ク
(
咲)
と
は 、
意
味
分
担
を
行
な
う乙
と
に
よっ
て 、
や
は
り
共
存
し
得

た 。
も
し 、
意
味
的
に
も
機
能
的
に
も
大
差
が
な
け
れ
ば 、
長
く

共
存
す
るこ

と
は
困
難
で
あ
る
に
違
い
な
い 。

そ
の
よ
う
に
し
て
対
応
形
の一
方
が
滅
び
る
と
い
う
可
能
性
を
考
慮
に
入
れ

る
な
ら
ば 、
対
応
例
の
少
な
さ
は 、
決
し
て
脱
落
現
象
自
体
の
少
な
かっ
たζ

と
を
意
味
す
る
の
で
な
く 、

一
方
が
滅
び
た
た
め
に
対
応
例
と
し
て
揃え
る
と

と
が
で
き
な
い
と
言
う
に
過
ぎ
ない
の
か
も
知
れ
な
い 。

士占
(
l

)

亀
井
の
挙
げ
た
例
の
う
ち 、

エ
|

セ
の
例
は 、

ェ
(
兄)

が
ヤ
行
の
エ

で
あ
る
か
ら 、

乙
の
場
合 、

ふ
さ
わ
し
く
な
い

と
思
わ
れ
る。

と
の
こ
と

は 、

す
で
に
村
山
七
郎
(「
亀
井
孝
『「
ツ
ル
」

と
「
イ
ト

」
』

を
読
み
て
」
国

語
学
却
)

の
指
摘
が
あ
る。

(
2)

金
田
一

の
い
う
式
保
存
の
法
則
は 、

自
身
も
い
う
と
お
り 、
「
万
能
な

も
の
で
は
な
い
」
(「
去
声
点
で
は
じ
ま
る
語
実
に
つ
い
て
」

国
語
学
問
)

の

で
あ
る
か
ら 、

必
ず
し
も
鉄
則
的
に
考
え
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う 。

た

と
え
ば 、

ァ
ラ
シ
(
嵐)

の
ア
ラ
は 、

常
識
的
に
言
っ
て

、

ア
ラ
(
荒)

で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が 、

ア
ラ
シ
(
嵐)

は 、

図
書
寮
本
お
よ
び
観
智
院

本
名
義
抄
に
よ
れ
ば 、

平
平
平
型
で
あ
っ
て
低
く
始
ま
る
型
で
あ
る。

従
っ

て
、

ア
ラ
(
荒)

と
は
関
係
な
い
乙
と
に
な
る
が

、

と
れ
な
ど
も
一
つ
の
例

外
と
見
て
よ
い
か
も
知
れ
な
い

。

(
3)

ハ
行
子
育
の
ほ
か
に、

サ
行
子
音
の
音
価
に
も
問
題
が
あ
る

。

す
な
わ

'BE
吋E」

ち 、

摩
擦
音

『
り
あ
る
い
は
工
か 、

破
擦
音
ぬ
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
か
ら
で

E-a‘

rEEL
 

あ
る

。

た
だ

、

仮
り
に
破
擦
立目
だ
っ
た
と
し
て
も 、

論
旨
に
変
更
を
加
え
る

必
要
は
な
い
よ
う
に
思
う 。

付
記

本
論
の
趣
旨
は 、

昭
和
四
十
七
年
秋
の
国
語
学
会
で
発
表
し
た

。
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